
「
農
用
地
利
用
配
分
計
画
」
の
認
可
に
つ
い
て

農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
一
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
当
該
農
用
地
利
用
配
分
計
画
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
四
年
二
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
概
要

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
者

賃
借
権
の
設
定
等
を
受
け
る
土
地

氏
名
又
は
名
称

住

所

田
淵

弘

岡
山
市
中
区

岡
山
市
中
区
下
字
黒
田
二
九
〇
ー
一

阿
部

哲
浩

岡
山
市
中
区

岡
山
市
中
区
倉
益
字
中
四
割
三
七
〇
ー
四
外
五

筆

新
田

圭
吾

岡
山
市
東
区

岡
山
市
東
区
金
田
一
九
六
ー
一
外
一
筆

株
式
会
社
松
浦

岡
山
市
南
区

岡
山
市
南
区
藤
田
字
都
二
三
〇
ー
三
〇
外
十
筆

農
産

森
末

芳
正

岡
山
市
北
区

岡
山
市
北
区
御
津
宇
垣
字
山
条
四
二
七

河
嶋

祥
吾

倉
敷
市

倉
敷
市
浅
原
字
別
所
一
一
一
六
外
六
筆

石
井

俊
匡

倉
敷
市

倉
敷
市
真
備
町

田
字
北
沼
西
一
〇
〇
五
ー
一

外
二
筆

山
本

昭

井
原
市

笠
岡
市
吉
浜
字
安
原
二
一
七
五
ー
二

橋
本

祐
樹

美
作
市

美
作
市
鳥
渕
字
家
の
前
五
六
四
ー
一
外
二
十
筆

鶴
石

正

美
作
市

美
作
市
原
字
長
通
リ
七
〇
ー
一

小
林

照
幸

苫
田
郡
鏡
野
町

苫
田
郡
鏡
野
町
杉
字
杉
上
九
三
三
外
一
筆

鴫

透

苫
田
郡
鏡
野
町

苫
田
郡
鏡
野
町
河
本
字
曽
根
田
九
外
三
筆



井
上
健
二
朗

苫
田
郡
鏡
野
町

苫
田
郡
鏡
野
町
長
藤
字
庭
谷
六
六
八
ー
三

板
坂

義
昭

勝
田
郡
勝
央
町

勝
田
郡
勝
央
町
豊
久
田
字
仙
隠
六
八
七
外
三
筆

松
島

力

久
米
郡
美
咲
町

久
米
郡
美
咲
町
江
与
味
字
西
河
内
一
五
六
〇

二

認
可
年
月
日

令
和
四
年
二
月
二
十
一
日

三

申
請
年
月
日

令
和
四
年
二
月
十
四
日


